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【公開日】平成27年4月23日(2015.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-027
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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/05     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月11日(2016.10.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　そのために本発明では、発熱部を有する基板と、前記基板の面に直交する方向から見て
前記発熱部と重複する領域を有する保護膜と、前記保護膜との間に電圧を印加可能な電極
と、前記保護膜と前記電極とを連通する流路と、吐出口と、を備え、前記保護膜を介して
前記発熱部が発生した熱を利用して前記吐出口から液体を吐出する液体吐出ヘッドであっ
て、前記保護膜の前記領域と前記電極との間の前記流路を通る距離の最大値をａ、最小値
をｂとするとき、１＜ａ／ｂ≦２となるように前記保護膜および前記電極が配置されてい
ることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発熱部を有する基板と、前記基板の面に直交する方向から見て前記発熱部と重複する領
域を有する保護膜と、前記保護膜との間に電圧を印加可能な電極と、前記保護膜と前記電
極とを連通する流路と、吐出口と、を備え、前記保護膜を介して前記発熱部が発生した熱
を利用して前記吐出口から液体を吐出する液体吐出ヘッドであって、
　前記保護膜の前記領域と前記電極との間の前記流路を通る距離の最大値をａ、最小値を
ｂとするとき、１＜ａ／ｂ≦２となるように前記保護膜および前記電極が配置されている
ことを特徴とする液体吐出ヘッド。
【請求項２】
　前記電極は、前記保護膜を中心として対称に設けられていることを特徴とする請求項１
に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項３】
　前記保護膜と前記電極とは、前記基板の上に同じ層として積層されていることを特徴と
する請求項１または２に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項４】
　前記電極は、前記保護膜と対向する面に設けられていることを特徴とする請求項１また
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は２に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項５】
　前記保護膜と前記電極とは、前記基板の上の、前記直交する方向において互いに異なる
位置に設けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の液体吐出ヘッド。
【請求項６】
　前記電極は、前記保護膜の上に液体を供給するための、前記基板を貫通する液体供給口
を構成する壁部に設けられていることを特徴とする請求項１または２に記載の液体吐出ヘ
ッド。
【請求項７】
　前記保護膜はイリジウムを含むことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の液
体吐出ヘッド。
【請求項８】
　前記保護膜は、前記保護膜と前記電極との間に電圧を印加することで液体に溶出する材
料を含むことを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項９】
　前記直交する方向から見て、前記発熱部に対する一方の側に設けられた第１の前記電極
と、前記発熱部に対する前記一方の側とは反対の側に設けられた第２の前記電極と、を備
えることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の液体吐出ヘッド。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに記載の液体吐出ヘッドと、
　前記保護膜と前記電極の間に電位差を生じさせるための制御を行う制御手段と、
を具えたことを特徴とする液体吐出装置。
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